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様式１          令和 ４ 年度   学  校  自  己  評  価  表                                                        智頭町立智頭小

学校 

 

 

 

教 育 

 

方 針 

 

 

 

【学校教育目標】「 夢に向かって のびる 杉っ子 」 

    ～わくわく登校 生き生き学習 笑顔でつながるみんなの学校づくり～ 

【めざす子どもの姿】 

 ○進んで学ぶ子     【確かな学力】   ○郷土を愛する子【高い自己有用感】 

 ○強い心と体をつくる子【健やかな体】  ○心を磨く子  【豊かな心】   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      （ ４：十分に達成できた  ３：ほぼ達成できた  ２：あまり達成できず  １：ほとんど達成できず） 

評価項目 具体項目 現状 めざす姿 具体的方策 評価基準 自己評価 目標の達成状況 次年度への改善方策 

    
    

 

確 

か 

な 

学 

力 

 

 

 

 

○子ども同士がつ
ながる話し合い活
動。 

 

 

 

○基礎学力の定着 

 

 

 

○読書活動・図書館
活用の充実と発展 

・児童の発言が単発で終わ
ることが多い。 

 

 

 

・算数の力が低い。読み取
りの力が低い。 

 

 

・学習での図書館利用が減
っている。 

・友達との話し合いを通して
学習内容を理解できている。 

 

 

 

・個に応じた課題に取り組み、
力を伸ばすことができる。 

 

 

・図書や図書館を活用した学
習を積極的に行う。 

 

・授業で行う話し合い場面（ねりあい）
で児童が発言をつなげあうことで学
習内容の理解を深める。 

 

 

・モジュールの時間に「スマイルネク
スト」を活用する。 

 

 

・月に一回は図書や図書館を活用した
学習を行う。 

 

・授業中の教員による見取りと児童
アンケートにおける肯定的項目達
成 70％以上。 

 

 

・教員へのアンケート達成率 80％
以上。 

 

 

・教員へのアンケート達成率 80％
以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 

か 

な 

心 

        

 

 

 

 

あいさつの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校関係者にはあいさつ
をするが、地域へのあいさ
つが弱い。 

・あいさつの二極化が見ら
れる。 

・決まったとことだけであ
いさつをしている。 

 

 

 

・いつでも、どこでも、誰に
でもあいさつをしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・朝の３点あいさつ（学校前・児童玄
関・教室に入るとき）に取り組む。特
に、教室に入るときにあいさつについ
ては、学活（２）で現状や課題につい
て話し合う中で解決策を選んで実践
して振り返るサイクルに取り組む。 

・児童会活動と連動させ、あいさつを
活性化させる。 

・あいさつの詩を朝の会で読む時間を
設ける。 

・児童アンケートであいさつに関す
る項目で肯定的意見８０％以上 

・保護者アンケートにおいてあいさ
つに関する項目で肯定的意見を支
部ごとに集計し、その結果を児童と
共有してあいさつに対する意識を
高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

健 
や 
か 
な 
体 

 

 

 

 

体力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇新体力テストでの柔軟 
性・５０ｍ走の体力向上 
に取り組んでいきたい。 

 

〇姿勢の保持や大きなけが
を未然に防ぐことができる
運動能力や体幹を鍛えた
い。 

 

 

〇自分の体の柔軟性や走力を
向上させようとする意識を持
ち運動する。 

 

〇よい姿勢を保持して学習で
きたり、自分の身を守るため
の運動能力を向上させようと
努力したりする。 

 

 

〇体育の授業を中心に、柔軟性や走力
を向上させる運動を取り入れる。 

 

 

〇朝の会での「ワンミニッツエクササ
イズ」等の実施（学級で工夫）や学級
のみんなで楽しく挑戦できる運動（大
縄跳び等）を行う。 

 

 

〇長座体前屈や５０ｍ走を春と秋
に計測して比較し、向上した児童７
０％を目指す。 

 

〇児童アンケート「良い姿勢で学習
した」等の達成率７５％以上を目指
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 

護 

者 

・ 

地 

域 

と 

の 

連 

携 

 

 

 

地域とともに当事
者意識でつくるみ
んなの学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○HP担当の負担が大きく、
更新が遅れている。 

 

○職員室前の地域掲示板が
子どもたちが見る（興味を
もつ）ものになっていない。 
 

○コミュニティ・スクール
の準備委員会が発足した。 

 

 

 

○メディアの特長を活かして
タイムリーに情報発信してい
る。 

○子どもたちが自分の地区の
行事や特色を知り、地域に関
心をもっている。 

 

○コミュニティ・スクール導
入に向けて、学校の役割が明
確になっている。 

 

 

○HP更新計画を立て、更新業務を分
担する。 

 

○６地区の行事や特色について、子ど
も向けの地区だより（公民館依頼検
討）を掲示し、２ヶ月～学期に１回更
新する。 

○総合的な学習の内容について、地域
学校協働活動や６地区の行事や特色
と関連させて検討する。 

⇒職員研修 

 

〇年間行事、学年の校外学習等を更
新している。 

 

〇６地区の情報が発信されている 

 

 

 

〇年度内に、総合的な学習の年間計
画の見直しができている。 

⇒Ｒ５年度より実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①特別支援教育・児童支援体制の充実と啓発、人権教育の推進 

②あいさつ運動の地域への広がり 

③ICT活用による主体的に学びに向かう力と表現力の育成 

④メディアコントロールとたくましい体や心の育成 

⑤CSとの連携によるふるさとキャリア教育の発展 

⑥読書活動の充実・発展 

⑦児童の成長につながる働き方改革の推進と業務改善 

⑧メンターチームを核とした次世代育成システムの構築 


